
農地の整備状況

○ 農地の整備状況は、地域間の格差が大きくなっており、効率的で安定的な農業経営の育成に有利な立地状況
にありながら、整備が遅れている地域がある一方で、整備後数十年を経て用排水路等の老朽化が進み、更新設ありな 、整備 遅れ る地域 ある 方 、整備後数十年を経 用排水路等 朽化 進 、更新設
備 が緊急課題となっている地域もある状況。

○ 畑整備率 （末端農道）○ 水田整備率

全国平均 ６０．５％

（平成１８年３月）

全国平均 ７３％

注）整備率は末端農道の整備された
畑の全畑面積に対する割合。

注）整備率は30a程度以上に整形された
面積の全水田面積に対する割合。

（平成１８年３月）

畑 全畑面積に対する割合。面積 全水田面積に対する割合。
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整備の実績（全国）

約60万haが整備後約30年を経過。
老朽化した用排水路等の更新も課
題
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資料：「農業基盤整備基礎調査」「農用地建設業務統計」

※区画整理の実績
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